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１．１１月22日に発生した地震時の対応状況等について（福島第二）

 2016年11月22日午前5時59分頃、福島県沖を震源とするマグニチュード7.4、最大震度5弱の地震が発生し、
これに伴う津波が観測されました。

 モニタリングポスト等の値に有意な変動はなく、外部への放射能の影響は確認されていません。

 地震後のパラメータ監視や現場パトロールの結果、使用済燃料プール冷却の停止（3号機）や管理区域内
での水漏れ等が確認されましたが、すでに復旧は完了しています。

◆主な対応の時系列
（2016年11月22日） 地震・津波

5:59 ● 地震発生
震度5弱楢葉町・双葉町
震度4 大熊町・富岡町

福島第二

対応状況 設備の状態

パトロール完了
・原子炉設備、タービン・
発電機設備、電源設備等
の主要な設備に異常なし

津波警報発令

津波注意報への切替

津波注意報解除

6:02 ●

9:46 ●

12:50 ●

3号機使用済燃料プール冷却停止

通報連絡（第一報）＊地震発生

3号機使用済燃料プール冷却再開

津波観測（約1.0m）

パトロール開始

地震計動作（最大加速度）
水平：68.4ガル（1号機）
上下：65.6ガル（4号機）

5:59 ●

6:10 ●

6:16 ●

6:31 ●

7:47 ●

8:00 ●

13:42 ● 2～4号機使用済燃料プール及びサイトバ
ンカプールにて、スロッシングによると
考えられる水溜まり確認
（11/22 区画完了）

通報連絡（第二報）＊3号機使用済燃料プール冷却停止7:06 ●

通報連絡（第三報）＊3号機使用済燃料プール冷却再開7:54 ●

公表２日後

通報まで56分経過
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１．１１月22日に発生した地震時の対応状況等について（福島第二）

地震の影響で、午前6時10分頃、3号機の使用済燃料プールを冷却する系統のポンプが自動停止し、燃料の冷却が一時的に停止
しました。

同ポンプは、使用済燃料プールの水が地震で揺れ動いた影響で、プール水面上部にある空調ダクトへプール水が流出したため
、タンク内の水量が徐々に減り、タンク水面が低下したために設計どおり停止したもので、設備の故障や冷却水の漏えいがな
いことを確認後、午前7時47分頃にポンプを起動し、プールの冷却を再開しました。

今回の停止期間での温度上昇は、0.2℃（29.3℃→29.5℃）でした。

（冷却停止による使用済燃料プール水温の上昇率は0.2℃/時で、原子炉施設保安規定で定めている運転上の制限（65℃）まで
は約7日間の余裕があります。）

3号機 使用済燃料プール冷却の一時停止

＜3号機原子炉建屋6階平面図＞

＜福島第二3号機使用済燃料プール＞

＜使用済燃料プール冷却浄化系系統図＞

空調ダクト吸込口

スキマーサージ
タンク入口
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１．１１月22日に発生した地震時の対応状況等について（福島第二）

3号機 使用済燃料プール冷却水のダクトからの漏えい箇所
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１．１１月22日に発生した地震時の対応状況等について（福島第二）
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１．１１月22日に発生した地震時の対応状況等について（福島第二）

設備面の課題と改善策

■課題

（１）３号機 使用済燃料プール冷却停止

冷却ポンプは、スキマーサージタンク水位低下時に停止して故障を防ぐ設計であり、安全装置は正常に動作。
一方、地震発生時、３号機の同タンク水位は、水位管理範囲内ではあったものの他号機より低かったことと、
使用済燃料プールのスロッシング（波打ち）で空調ダクトへプール水が流出した影響でさらに水位が低下し、
燃料プール冷却浄化系ポンプが停止。

（２）２,３,４号機使用済燃料プール水漏えい

新潟県中越沖地震の教訓から「オペレーティングフロアへの漏えい防止板の設置」「使用済燃料プール水位
高でダクト隔離弁が閉止するインターロックの設置」「ダクト外への漏えい防止のためのシール材による接
続部のシール」を講じた結果、管理区域外への漏えいはなかった（外部への影響はなかった）。
ただし、2,3,4号機でのダクト接続部のシール劣化等に伴う漏えいが発生しており、対策が必要。

■改善策

（１）３号機 使用済燃料プール冷却停止

スキマーサージタンク水位の運用管理レベルの引き上げ
11/22同程度の地震でポンプ停止しないよう、全号機について
管理値を引き上げ済み。

水張りの自動化並びに空調ダクト閉止
・水張り弁自動化は、2018年度に実施予定。
・空調ダクト閉止は、空調設備への影響等を踏まえ
ながら、ダクト閉止方法を検討。

（２）２,３,４号機使用済燃料プール水漏えい

空調ダクト接続部等の定期的な点検（補修含む）
・プール水が漏えいしたダクト接続箇所は補修を実施済み。
・その他のダクト接続箇所（類似箇所）については点検実施中。
・今後、点検結果を踏まえ、点検内容及び頻度を策定する。

空調ダクト閉止
・空調ダクト閉止は、空調設備への影響等を踏まえながら、
ダクト閉止方法を検討。
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１．１１月22日に発生した地震時の対応状況等について（福島第二）

コミュニケーション面の課題と改善策

■課題

（１）３号機 使用済燃料プール冷却停止 国・自治体通報

通報連絡運用基準では「規定どおり予備機の起動により冷却機能を回復した場合は対象外とする。」と記載
されているが、「規定どおり」とは何か，具体的に示されていなかったため、宿直者は、通報対象外と考え
初動が遅れた。これらのことから、通報連絡運用基準の明確化が必要。

（２）２,３,４号機 使用済燃料プール水漏れ 通報・公表

堰内の漏えいであれば、設備や外部の影響はなく、取り決め上は通報・速やかな公表には該当しないものの、
地震のような社会の不安が高まる際には速やかに通報・公表する意識が必要。

■改善策

（１）３号機 使用済燃料プール冷却停止 国・自治体通報

地震発生後の通報様式に「冷却状態」を追加することで通報遅れを防
止するとともに、通報連絡運用基準を明確にし、全ての通報担当者に
周知徹底

運用開始済み

（２）２,３,４号機 使用済燃料プール水漏れ 通報・公表

社会的関心を考慮した地震発生時の通報・公表の在り方を検討

地震発生時においては、社会的関心の高い
情報として、燃料の冷却状態のほか水漏れ
の有無や外部電源の受電状況などを速やか
に発信していく。
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２．使用済燃料プールの冷却について

（平成29年1月1日時点）

＊使用済燃料プールのコンク リートの長期的な
健全性を確保するため、保安規定により運転
上の制限として定めている値。

号機
温度
上昇率

（℃／hr）

65℃＊
到達時間
（hr）

１号機 0.3 124

２号機 0.2 185

３号機 0.2 183

４号機 0.2 189

使用済み燃料の崩壊熱による使用済燃料プール水
「温度上昇率」及び「65℃到達時間」

①通常は燃料プール冷却浄化系による冷却

②燃料プール冷却浄化系の停止時には、残留熱除去系にてプール冷却

③燃料プール冷却浄化系、残留熱除去系が使用できない場合、補給水系、
消火系でプールへ注水

◆ 使用済燃料プール冷却の概要 ◆
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【参考】１Ｆ使用済み燃料プールの冷却停止時の温度上昇率等

1号機 ２号機 ３号機 ４号機 ５号機 ６号機
共用
プール

温度上昇率（℃/h) 0.05 0.12 0.09 全燃料
取り出し
完了

0.21 0.22 0.28

実施計画制限※１

到達までの時間（h）
807 378 516 210 213 178

使用済燃料プールの冷却が停止した場合の「温度上昇率」及び
「実施計画制限値到達時間」は以下の通り。（平成29年１月４日現在）

※１ 使用済み燃料プールのコンクリートの長期的な健全性を確保するため、実施計画により
運転上の制限として定めている値【65℃以下（１号機のみ60℃以下）】


